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自筆証書遺言書保管制度について

１ 遺言書について

遺言書は、遺言者の死後に、財産の処分や相続分の指定などにつ
いて、法的な効果を持ちます。
相続であなたの意思を実現させるためには、遺言書が必要です。
遺言書には主に自筆証書遺言と公正証書遺言の２種類があります。
法務局に預けることができるのは自筆証書遺言によって作成され

た遺言書です。

２ 本制度について

自筆証書遺言のメリットは損なわず、主に管理上の問題点を解消
する方策として、法務局で自筆証書遺言書を保管する制度が創設さ
れました。
１通３，９００円で、原本及び画像データを長期間適正に管理し

ます（原本：遺言者死亡後５０年間／画像データ：遺言者死亡後１
５０年間）。
さらに、本制度の遺言書は家庭裁判所の検認が不要です。
また、相続開始後は、相続人等からの遺言書の閲覧や証明書の交

付請求等に対応いたします。遺言書情報証明書の交付手数料は１通
１，４００円です。同証明書の交付請求の手続には、添付書類とし
て、遺言者の法定相続情報一覧図又は遺言者・法定相続人等の除籍
・戸籍謄本や住民票（外国籍の場合は、本国の官公署が発行した証
明書及び訳文）などが必要です。
詳しくは、法務局にお尋ねください。
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遺言書を作成する

１．遺言書作成上の要件と注意事項を確認しましょう。

遺言書記載例① 財産目録を添付しないで作成した例
署名、押印等の基本的な要件と様式上のルールを確認します。

自筆証書遺言は、一人で作成することができるというメリットが
ありますが、ご自身のみで作成することに不安を感じる方も多いと
思います。
もし、どうしても遺言書の内容について、不明な点がある場合や

相談したい場合は、弁護士等の法律の専門家にご相談ください。

ステップ１

遺言書記載例② 自書によらない財産目録を添付して作成した例
自書によらない財産目録に関する要件と注意事項を確認します。

遺言書記載例③ 受遺者・遺言執行者を定めて作成した例
受遺者・遺言執行者の定め方、遺言書の文言を変更する方法を確認します。

２．法務局では、遺言書の内容に関する相談には応じることができません。

P08～
P09

P05～
P07

P03～
P04

関連ホームページ

遺言・相続等についての相談

兵庫県弁護士会遺言・相続センター TEL 078-382-4115 （平日13:00～16:00）

兵庫県司法書士会総合相談センター TEL 078-341-2755 （平日9:00～17:00）

３．保管する遺言書の内容について有効性を保証することはできません。

法務局では、遺言書について、日付や氏名の記載、押印の有無等
の形式的なチェックのみを行うため、遺言書の内容が有効かどうか
を審査したり、アドバイスすることはできません。
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申請書を作成するステップ２

電話番号法務局電話番号法務局

０７９－２２５－１９１５姫路支局０７８－３９２－１８２１本局

０７９－４２４－３５５５加古川支局０７９８－２６－００６１西宮支局

０７９５－４２－０２０１社支局０７２－７７９－３４５１伊丹支局

０７９１－６３－３２２１龍野支局０６－６４８２－７４０１尼崎支局

０７９６－２３－０４１７豊岡支局０７８－９１２－５５１１明石支局

０７９９－２２－０４９７洲本支局０７９５－７２－０１７６柏原支局

兵庫県内の遺言書保管所一覧

１．管轄について

遺言書の保管の申請は、次の３つのいずれかを管轄する法務局（遺
言書保管所）であれば、どこででも可能です。ご自身にとって一番便
利な法務局（遺言書保管所）を選んでください。
①遺言者の住所地がある都道府県
②遺言者の本籍地がある都道府県
③遺言者が所有する不動産の所在地がある都道府県

※出張所では、遺言書の保管に関する業務を行っていません。
※管轄が不明な場合は、最寄りの法務局にお尋ねください。

２．申請書の入手方法

① 申請書の様式は、法務省ＨＰからダウンロードできます（使用す
る際は、必ず「Adobe Acrobat Reader」で開いてください。）。
ご自宅のパソコンで作成する、または印刷して手書きで作成する

ことが可能です。
https://www.moj.go.jp/MINJI/minji03_00051.html

② 最寄りの法務局窓口で入手することができます。

３．申請書を作成する際の注意点
申請書はスキャナーで読み込むため、特に以下の点にご注意くださ

い。
・両面印刷はしないでください。
・拡大、縮小印刷はしないでください。
・Ａ４サイズ以外の用紙で印刷はしないでください。
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セルフチェックする①ステップ３

ご自身で作成した遺言書について、もう一度確認し、チェックして
みましょう。
次ページのチェックシートもご利用ください。
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予約について （裏表紙も確認願います。）

ステップ４

法務局（遺言書保管所）に行く前に、以下のチェックシートでもう
一度確認してみましょう。

セルフチェックする②

遺言書の作成について

添付書類等について （裏表紙も確認願います。）

申請書の作成について

１
ご自身が作成した遺言書について、民法上の要件や様式上のルー
ル等が守られているかどうか確認しましたか。
（前ページのチェックシートを活用してご確認ください。）

２ 申請書は、記載すべき事項を全て記載していますか。該当する□に
チェックを入れていますか。

３

指定者通知の申出を希望する場合、情報の取扱いに関する同意事
項欄の□にチェックを入れていますか。

遺言書に受遺者等又は遺言執行者等を定めた場合は、申請書の
「受遺者等・遺言執行者等欄」に記載しましたか。
（推定相続人に「遺贈する」旨を遺言書に定めた場合も、当該推定相続人を申請
書の「受遺者等・遺言執行者等欄」に受遺者として記載します。）

４

５
指定者通知の申出を希望する場合、通知対象者として、３名以内を
指定していますか。

６
申請書は、拡大・縮小したものではありませんか。片面印刷されたも
のですか。

７
遺言者の本籍（外国人は国籍）及び戸籍の筆頭者の記載のある住
民票

８ 遺言書が外国語で作成されている場合は、日本語による翻訳文

９ 顔写真付きの官公署から発行された身分証明書
（マイナンバーカード、運転免許証、運転経歴証明書、旅券、在留カード等）

１０ ３，９００円分の収入印紙

１１ 管轄の法務局（遺言書保管所）に予約しましたか。
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添付書類等の準備について重要①

遺言書の保管手続に必要なものは以下のとおりです。
忘れずに準備しましょう。

重要② 予約について

① 遺言書（自筆証書遺言）
※ 遺言書が外国語により記載されているときは、日本語による翻訳文も添付

② 申請書

③ 顔写真付きの官公署から発行された身分証明書

マイナンバーカード 運転免許証 運転経歴証明書
旅券 在留カード 特別永住者証明書 等

・手続時点で顔写真付きの官公署から発行された身分証明書をお持ちでない方
には、マイナンバーカードの取得をお勧めしています。

④ 本籍と戸籍の筆頭者の記載のある住民票等

（マイナンバーや住民票コードの記載のないもの）

※ 必ず証明書原本を持参していただき、原本の返却を希望する場合は、コピー
に「原本と相違ない」旨及び「氏名」を記載したものを併せて提出願います。

⑤ ３,９００円分の収入印紙

１．手続の予約制 （※ 必須） について

２．予約方法について

３．予約の注意事項

必ず事前に法務局（遺言書保管所）への予約が必要です。

①予約は、申請を行うご本人の名前で予約し、御夫婦などの複数人が
それぞれの遺言書の手続を行う場合は、お一人につき１件の予約が
必要です。

②当日の予約はできません。

兵庫県内の法務局（遺言書保管所）は、
10ページで確認いただけます。

予約は法務局手続案内予約サービスの専用ＨＰで行いましょう。
（２４時間３６５日可）

https://www.legal-ab.moj.go.jp/houmu.home-t/

その他にも以下の予約方法があります。
①法務局（遺言書保管所）への電話による予約
②法務局（遺言書保管所）窓口における予約

※手続を行う予定の各法務局（遺言書保管所）へ直接お申込みください。

①②の受付時間：平日9:00～17:00まで（土・日・祝日・年末年始は除く）
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